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【
西
日
本
新
聞
２
０
１
１
年
４
月
２
９
日
】 

～
タ
イ
ラ
ギ
昨
季
の
４
割
で
今
季
終
了
、
４

３
ト
ン
～
太
良
町
大
浦
の
漁
業
者
ら
に
よ

る
今
季
の
有
明
海
の
タ
イ
ラ
ギ
漁
は
２
８

日
終
わ
っ
た
。
県
有
明
漁
協
大
浦
支
所
に
よ

る
と
、
県
内
の
水
揚
量
は
貝
柱
の
重
さ
で
４

３
．
１
ト
ン
。
豊
漁
だ
っ
た
昨
季
の
１
１

２
・
６
ト
ン
に
比
べ
、
約
４
割
に
と
ど
ま
っ

た
。
支
所
の
赤
木
勝
蔵
運
営
委
員
長
は
「
海

の
状
況
は
改
善
し
て
お
ら
ず
、
来
季
が
ど
う

な
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
海
の
再
生
な
く
し

て
地
域
の
活
性
化
は
な
い
」
と
訴
え
た
。
支

所
に
よ
る
と
今
季
は
昨
年
１
２
月
１
日
の

解
禁
で
操
業
は
８
８
日
間
。
水
揚
げ
は
０
７

年
度
が
２
キ
ロ
、
０
８
年
度
は
９
４
０
キ
ロ

と
低
迷
し
た
が
、
昨
季
は
１
３
年
ぶ
り
の
豊

漁
と
な
っ
た
。
漁
期
後
も
成
貝
が
多
く
残
っ

て
い
た
の
で
、
今
季
も
漁
業
者
の
期
待
は
高

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
猛
暑
な
ど
の
影
響
で 

いつまでこんな不安定な状態が続くのか！？ 

 

セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
セ
ン
タ

ー
は
「
原
因
は
不
明
。
今
後
の
状
況
を
注

視
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
太
良
町
沖
や
大
牟
田
市
沖
な

ど
計
５
地
点
で
６
月
２
３
日
に
タ
イ
ラ

ギ
の
生
息
調
査
を
実
施
。
潜
水
士
が
採
取

し
た
昨
夏
生
ま
れ
の
タ
イ
ラ
ギ
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
同
市
沖
の
２
地
点
で
５
割
ほ

ど
が
死
ん
で
い
た
。
今
月
８
、
１
４
日
の

両
日
に
同
じ
５
地
点
で
調
査
し
た
際
も
、

同
様
の
傾
向
を
示
し
た
と
い
う
。 

 

昨
年
夏
は
、
太
良
町
や
鹿
島
市
の
沖
合

で
大
量
死
が
確
認
さ
れ
、
昨
季
の
タ
イ
ラ

ギ
漁
は
大
牟
田
市
沖
で
の
操
業
と
な
っ

た
。
同
町
の
有
明
海
漁
協
大
浦
支
所
の
赤

木
運
営
委
員
長
は
「
毎
年
の
よ
う
に
タ
イ

ラ
ギ
が
夏
場
に
死
ん
で
い
る
の
で
、
今
回

も
気
が
か
り
だ
」
と
心
配
し
て
い
る
。 

 

【
西
日
本
新
聞
２
０
１
１
年
７
月
２
１

日
】
～
大
牟
田
沖
の
タ
イ
ラ
ギ
大
量
死
～ 

福
岡
県
大
牟
田
市
沖
の
有
明
海
で
、
高

級
二
枚
貝
タ
イ
ラ
ギ
が
大
量
死
し
て
い

る
こ
と
が
佐
賀
県
有
明
水
産
振
興
セ
ン

タ
ー
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
大
量
死
が
確

認
さ
れ
た
地
点
は
、
稚
貝
の
生
息
数
が
多

い
場
所
の
た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
は
「
調
査

で
集
め
た
半
数
の
稚
貝
が
死
ん
で
お
り
、

こ
の
ま
ま
広
が
れ
ば
漁
が
厳
し
く
な
る
」

と
み
て
、
監
視
体
制
を
強
化
す
る
。
有
明

海
の
タ
イ
ラ
ギ
は
、
諫
早
湾
干
拓
事
業
で

潮
受
け
堤
防
が
閉
め
切
ら
れ
た
９
７
年

以
降
、
生
息
数
が
激
減
し
、
不
漁
の
年
が

多
く
な
っ
て
い
る
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

よ み が え れ ！  
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市
沖
で
の
操
業
と
な
っ
た
。
貝
の
数
も

少
な
く
、
貝
柱
の
大
き
さ
も
小
さ
か
っ
た

と
い
う
。 

太
良
町
大
浦
の
漁
業
大
鋸
武
吉
さ
ん

に
よ
る
と
、
水
揚
量
が
少
な
く
、
人
件
費

や
燃
料
代
な
ど
採
算
を
考
慮
し
、
３
月
末

で
打
ち
切
る
業
者
も
い
た
と
い
う
。
大
鋸

さ
ん
は
不
良
の
原
因
と
し
て
、
国
営
諫
早

湾
干
拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防
排
水
門
の

閉
め
き
り
に
よ
る
影
響
を
指
摘
し
た
上

で
、
「
稚
貝
は
い
る
け
ど
、
予
想
は
つ
か

な
い
」
と
来
季
の
漁
を
心
配
し
て
い
た
。 

【
西
日
本
新
聞
２
０
１
１
年
５
月
１
日
】 

～
一
転
不
漁
、
落
胆
の
漁
業
者
・
有
明
海

タ
イ
ラ
ギ
漁
～
高
級
二
枚
貝
タ
イ
ラ
ギ

の
県
内
水
揚
量
の
大
半
を
占
め
る
有
明

海
漁
協
大
浦
支
所
が
今
季
の
漁
を
終
え

た
。
収
穫
量
は
４
３
．
１
ト
ン
で
１
３
季

ぶ
り
の
豊
漁
を
記
録
し
た
昨
季
か
ら
大

幅
減
と
な
り
、
関
係
者
の
間
に
は
落
胆
の

声
が
広
が
っ
た
。 

「
今
季
の
大
牟
田
市
沖
は
、
数
も
少
な
い

上
に
、
貝
柱
も
小
ぶ
り
。
昨
年
は
毎
日
４

５
キ
ロ
ほ
ど
捕
れ
て
い
た
が
、
今
季
は
平

均
で
１
７
キ
ロ
ほ
ど
。
せ
っ
か
く
太
良
町

沖
が
復
活
し
た
と
思
っ
て
い
た
の
に
…
」

と
太
良
町
の
漁
業
者
は
言
葉
少
な
に
語

っ
た
。 

 

同
町
の
漁
業
者
は
３
月
下
旬
、
今
季
の

漁
に
見
切
り
を
つ
け
、
白
石
町
で
タ
マ
ネ

ギ
の
収
穫
を
手
伝
い
生
活
費
を
稼
い
で

い
る
。「
タ
イ
ラ
ギ
が
生
き
て
い
れ
ば
、 

 

貝
柱
が
大
き
く
育
ち
、
高
値
に
な
っ
た
の

に
。
い
つ
ま
で
こ
ん
な
不
安
定
な
状
態
が

続
く
の
か
。
生
活
で
き
な
い
。」
と
嘆
く
。 

同
支
所
に
よ
る
と
、
６
８
隻
が
操
業
許
可

を
受
け
、
最
も
多
か
っ
た
日
は
５
２
隻
が

出
漁
し
た
が
、
４
月
中
旬
に
は
ほ
と
ん
ど

の
船
が
姿
を
消
し
た
。
有
明
海
の
タ
イ
ラ

ギ
漁
の
低
迷
が
始
ま
っ
た
の
は
、
諫
早
湾

干
拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防
が
閉
め
切
ら
れ

た
１
９
９
７
年
以
降
。
漁
業
者
た
ち
は
早

期
の
開
門
調
査
開
始
を
求
め
て
い
る
。 

   

【
読
売
新
聞
２
０
１
１
年
７
月
２
０
日
】 

～
有
明
海
で
タ
イ
ラ
ギ
多
数
死
ぬ
～ 

福
岡
県
大
牟
田
市
沖
の
有
明
海
で
先
月
か

ら
今
月
に
か
け
て
、
タ
イ
ラ
ギ
が
多
数
死

ん
で
い
る
の
が
、
佐
賀
県
有
明
水
産
振
興 

貧

酸

素

水

塊

が

昨

年

夏
に
発
生
。

こ

れ

が

原

因

と

み

ら

れ

る

タ

イ

ラ

ギ

の

大

量

死

が

確

認
さ
れ
、
今

季

は

福

岡

県
大
牟
田 

 
 

タ
イ
ラ
ギ
昨
季
の
６
割
減 

 
 

来
季
も
不
漁
が
決
定
的
か
… 

 


